京 



I ける 夕 



一目 漱石 



された 余 は、 淋しいながら、 寒いながら 通らねば なら 

ぬ。 南から 北へ —— 町が 尽きて、 家が 尽きて、 灯が 尽 

きる 北の 1^ まで 通らねば ならぬ。 

ラ しろ こじ 

「遠い よ」 と 主人が 後から 云う。 「遠い ぜ」 と 居士が 

前から 云う。 余 は 中の 車に 乗って 顫えて いる。 東京 を 

立つ 時 は 日本に こんな 寒い 所が あると は 思わなかった。 

きのう す あ からだ 

昨日まで は 擦れ合う 身体から 火花が 出て、 むくむ くと 

血管 を 無理に 越す 熱き 血が、 汗 を 吹いて 総身 に 煮 浸 み 

出 はせ ぬかと 感じた。 東京 はさ ほどに 烈しい 所で ある。 

この 刺激の 強い 都 を 去って、 突然と 太古の 京へ 飛び 下 

りた 余 は、 あたかも 三 伏の 日に 照りつ けられた 焼 石が、 



史を 有する ぜ んざ い が 無く て はならぬ。 ぜんざい を 召 

した まえる 桓武 天皇の 昔 はしらず、 余と ぜんざいと 京 

都と は 有史 以前から 深い 因縁で 互に 結びつけられ てい 

る。 始めて 京都に 来たの は 十五 六 年の 昔で ある。 その 

まさお かしき ふや まち ひいらぎ や 

時 は 正 岡 子規と いっしょであった。 麩屋 町の 柊屋と 

.4 る 

か 云う 家へ 着いて、 子規と 共に 京都の 夜 を 見物に 出た 

とき、 始めて 余の 目に 映った の は、 この 赤い ぜんざい 

の大 提灯で ある。 この 大 提灯 を 見て、 余 は 何故か これ 

が 京都 だな と 感じた ぎり、 明治 四十 年の 今日に 至る ま 

でけ つして 動かない。 ぜんざい は 京都で、 京都 はぜん 

ざいで あると は 余が 当時に 受けた 第一 印象で また 最後 



たる 時代で ある。 真鍮 は 真鍮と 悟った とき、 われら は 

まるはだか 

制服 を 捨てて 赤裸の まま 世の中へ 飛び出した。 子規 

は はしょ さいこく 

は 血を嘔 いて 新聞 屋 となる、 余 は 尻 を 端折って 西 国へ 

しゅつ ぼん ぶっそう 

出奔す る。 御 互の 世 は 御 互に 物騒に なった。 物騒の 

きょ V 

極 子規 はとうとう 骨に なった。 その 骨 も 今 は 腐れつ 

つ ある。 子規の 骨が 腐れつつ ある 今日に 至って、 よも 

や、 漱 石が 教師 を やめて 新聞 屋に なろうと は 思わな 

かったろう。 漱 石が 教師 を やめて、 寒い 京都へ 遊びに 

まる やま 

来たと 聞いたら、 円 山へ 登った 時 を 思い出し はせ ぬか 

と 云う だろう。 新聞 屋 になって、 釓の 森の奥に、 哲学 

者と、 禅 居士と、 若い 坊主頭と、 古い 坊主頭と、 いつ 



夢のう ちに この 響 を 聞いて、 はっと 眼を醒 ましたら、 

時計 はとく に 鳴り やんだ が、 頭の なか はま だ 鳴って い 

る。 しかも その 鳴り かたが、 しだいに 細く、 しだいに 

こま や 

遠く、 しだいに 濃 かに、 耳から、 耳の 奥へ、 耳の 奥 か 

ら、 脳の なかへ、 脳の なかから、 心の底へ 浸み 渡って、 

心の底から、 心の つながる ところで、 しかも 心の 尾い 

はる 

て 行く 事ので きぬ、 遐 かなる 国へ 抜け出して 行く よう 

りん ね つらぬ 

に 思われた。 この 涼しき 鈴の 音が、 わが 肉体 を 貫 いて、 

す 力 おも t 

わが 心 を 透して 無限の 幽境に 赴く から は、 身 も 魂 も 

せつおう ひや や 

氷 盤の ごとく 清く、 雪甌の ごとく 冷 かでなくて はな 

らぬ。 太 織の 夜具の なかなる 余 はいよ いよ 寒かった。 
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